平成30年度
神奈川県立総合教育センター
指導計画　“クラスルーム・イングリッシュ”

授業のねらい：このレッスンは、生徒が授業中英語で行われる様々な指示を聞いたり、それに従ったりすることができるようになることを目標としています。早く英語の指示に慣れるよう、１年の早い時期に実施されると良いです。


	活動
	所要時間
	題材・語彙・表現
	教材・教具
	留意点

	英語のあいさつ

	２分
	How are you today?
I’m(great, excellent, tired, happy, sleepy, fine etc.),thank you.
	
	さまざまな言い方で受け答えできるようにする。

	今日のめあて
の説明
	５分
	「英語の授業で使う英語って、どんなのがあるかな？」
“Do you know any classroom English?”

「今日は、『座って！』とか、『グループになって！』などの、教室で先生が使うようなことばをわかるようになるよ」
“Today we are going to learn classroom English.” 

	
	日本語で行っても良い。


	クラスルーム
・イングリッシュ

	10分
	スライドを見せながら、実際に身体を動かしてみせる。

「わかった？」“Do you understand?”

指示通り動けた生徒をほめる。“Good Job!”

	スライド
ＰＣ，プロジェクタかＴＶ
	なるべくすべて英語で。








	ゲーム
Simon Says
(サイモンセッズ)

	10分
	うまくできた生徒をほめる。
“Well done!”

間違った生徒には、「おしい、もう一回やってみて！」
“Umm, that’s not quite right, try again”
	
	生徒と一緒に身体を動かして楽しむ。

[bookmark: _GoBack]ＡＬＴに任せても良い。

	ワークシート
	5分
	「それじゃ、ワークシートに取り組んでみよう」“Okay let’s try this worksheet!”

「分からない人は手をあげてね」“Raise your hand if you need help”
	クラスルーム・イングリッシュワークシート
1人1枚
	時間があれば取り組む

	あいさつ
	１分
	See you next time!
See you!
	
	



クラスルーム・イングリッシュとは？
・クラスルーム・イングリッシュとは、教室で教師が簡単な指示をするために使う英語のことです。クラス全体に対しても、１人の生徒に対しても使います。クラスルーム・イングリッシュを使うことによって、英語を話したり聞いたりする雰囲気を作り出すことができます。クラスルーム・イングリッシュは、『How are you?』や、『How was your weekend?』のような簡単な質問も含みます。生徒にも、できる限り英語で答えてもらうように励ましましょう。

指導計画の補足

　・Step1
   生徒たちに、どんなクラスルーム・イングリッシュを知っているか、聞いてみましょう。授業の目的を設定し、生徒たちが、授業の終わりにはどんなことができるようになっているか、わかっているようにしましょう。
　例：「今日の授業の最後には、いろんなクラスルーム・イングリッシュの意味がわかるようになるよ！」
　“By the end of the lesson we will be able to understand and respond to classroom instructions in English”

　・Step2
　　「クラスルーム・イングリッシュ」のスライドを使います。実際に生徒たちに身体を動かすように促しましょう。スライドが使えない場合は、自分の身体を使ってやってみせ、生徒たちに真似させます。ボディランゲッジやジェスチャーはとても役に立ちます。なるべく日本語は使わず、英語で行いましょう。

　・Step3
　　「サイモンセッズ」ゲームの詳細は、このウェブサイトに載っています。このゲームは楽しいだけでなく、クラスルーム・イングリッシュの理解や、リスニング力・理解力の向上にもつながります。
